
梅雨も終り，本格的な夏に入りました．会員の

みなさまお元気で活躍のことと思います．日本生

理学会誌6号をお届け致します．

本号ではTRENDSに菅先生から日本生理学会

シンポジウム「心臓生理学の将来を考える」座長，

並に特別講演「統合生物学としての生理学を考え

る」後の円卓討論会への参加を終えての感想を頂

きました．先生のこれまでの経験と生理学に対す

るお考えをまじえてまとめてくださいました．

Reductionistic analysisによる生理学の進歩は

目覚しいものがありますが，それを統合するin-

tegrative analysisによる結果はやや勢いが欠け

る印象があります．方法論の性質上しかたがない

点もあると思いますが，最近のコンピュータネッ

トワークの進歩は目覚ましいものがあります．こ

れを利用するのは如何でしょうか．

参考になる例としてPC-Unix の一つである

Linuxの開発があげられると思います．当時大学

生のLinus氏がネットワークで現在Linuxと呼ば

れるOSのプロトタイプを公開したところ，世界

中のプログラマーが無償で協力し素晴らしい無料

のOSを開発しました．

このような例に習って，世界中の研究者がネッ

トワーク上で協力しての，それぞれの専門とする

部分を担当して（たとえば，上丘，脳幹，小脳，

大脳基底核など），その全体像が分かるような

documentを作成し，常にupdateして，そのサイ

トに行けば最新の情報が手に入れられるようにす

るのは如何でしょうか．Priority，著作権などの

問題はあると思いますが，奉仕のみで機能するよ

うなものがあっても良いのではないでしょうか．

このようなものが出来上がれば生命への統合とし

ての生理学が更に進歩するのではないでしょう

か．

PROFILEには中西 博先生より頂きました．今

後のご発展を祈念いたします．

（佐々木成人）
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